
パートナーシップで取組むSDGs

SDGｓバンブープロジェクト推進フォーラム
事務局  山村公人（一般社団法人九州循環共生協議会 理事）

1つのテーマ (竹やぶ
問題) を通して取組む
[本業連動型SDGs]

事業のご案内



SDGｓバンブー
プロジェクト推進

フォーラムについて
取組状況

パートナーシップ
事業のご提案

プレゼン内容



お伝えしたいこと
私たちの取組の軌跡と今後の課題
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サプライチェーン構築に尽力。
事務局が点と点を繋いできました。
今後の課題は需要喚起です。

課題解決は単独でできない！
パートナーシップの必要性（気づき）

SDGsは新しい経営課題。何が正解
か？社内の反発は？ 連携する各社共
有の[方針]の必要性を認識しました

パートナー企業の動機づけ（苦労した点）

[SDGｓ前文] に倣いました。
格段に連携し易くなりました
各社内コンセンサスも得易く
なったようです。

事業方針
大きな設備投資や、手間のか
かる業務を回避。パートナー
シップの強みを発揮。本業特
化で[SDGs貢献型事業]実現

本業メリット明確化
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消費の恒常化が持続可能性の
要。購買側のブランディング
に貢献できるか？がポイント

今後の課題(需要喚起)
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次頁ご参照



bold and transformative steps
大胆かつ変革的な手段
no one will be left behind
誰一人取り残さない

balance the three dimensions of
sustainable development: 
the economic, social and
environmental.
持続可能な開発の三側面、すなわち
経済、社会及び環境の三側面を調和させる

持続可能な開発のための2030アジェンダ[前文]より

当プロジェクトの方針
非販売(クラファンなど返礼品)でマーケティング

サプライチェーンに必ず障がい者の就労

明確な環境/社会課題の確認、および、解決のための経済活動



活動の目的
根が浅い

密集・急成長
⇩

在来の植物を枯らす

地下茎が侵食

人が寄り付かない
（手に負えない）

外来種・モウソウチク
による環境/社会課題

ビジネスで解決



放置された竹やぶは拡散。拡散防止には伐る以外
に手立てなし。経済的仕組みが必要





経済・環境・社会の好循環



解決手法

土砂崩れ対策 生物多様性保全

水源保全 地域活性化



取組の軌跡



サプライチェーンの
構築



「餅は餅屋」「三方よし」の連関



目標
SDGｓ貢献をPRし、共鳴する顧客を新規に獲得する。
新たな売上を確保する。 優秀な人材を確保する。

どのように？

◆ 竹食材(メンマ/食用竹粉)を利用したレシピ開発

事例は？
福岡県内の食品加工事業者が、㈱豆吉郎（食品販売業）の
OEMとして稼働予定。事務局よりは、OEMだけでなく独自
商品開発を勧める予定。

食品製造業 (竹由来食材の製品化)

◆ 事務局と協働でSDGｓ取組を広報/マーケティング





パン販売

店 焼き肉店
居酒屋/料
亭/ホテル/
ラーメン店

食品販売
店

何を 食用竹粉 食用竹粉 メンマ（塩蔵
品/味付け品）

竹ラスク、
味付けメンマ

どのよう
に

小麦粉と混
ぜ、食物繊維
豊富なラスク

塩麹や米ぬか
と混ぜる。

肉に塗り冷蔵
し発酵。

新メニューで
販売。SDGｓ

を訴求

店頭、ECで
販売

事例 クラウン製パ
ン㈱

数社と
調整中

丸星ラーメン
(予定) ㈱豆吉郎

飲食業等 (竹由来食材のご調理/販売)



パートナーシップ取組み事例

株式会社豆吉郎

西日本新聞社グループ。「豆
腐の移動販売」で西日本地域
を網羅。SDGｓ観点で新商品
を検討する中で、協業する運
びとなり、メンマ製品企画。
販売準備中。

障がい者支援センター こころ
（福心会グループ）

地元(八女市)の竹やぶ問題解決
に興味あり参加。
[SDGｓ事業]を大袈裟に捉えず
通常通りの受託業務として、
食用竹粉の加工作業(の一部)を
行う。

クラウン製パン株式会社

竹ラスクの製造ノウハウ公開

2014年地元大学と協働で竹粉
を利用したラスクを開発。
今般 事務局よりの製造指導の
依頼を快諾。竹やぶ被害多発
する八女市内のパン店に技術
指導。CSRとして広報。

食用竹粉の加工作業(一部)メンマ新製品の企画/販売



パートナーシップ取組み事例

丸星ラーメン

久留米ラーメンの老舗。おか
みさんは「地域の為に」を信
念にボランティア[川の清掃]を
数十年行うような方。食を通
じたSDGｓと里山保全に共
鳴。60年前に提供していたメ
ンマの復刻版を開発。

株式会社丸信

2019年度「世界ラベルコンテ
スト」で最高位のベスト・オ
ブ・ザ・ベストを受賞。環境
に優しい印刷に努めている。
SDGｓ取組ＰＲとして営業や
採用の場面で、竹ラスクの手

土産を活用予定。

株式会社LikeLab
竹ラスク等の生産

複数の福祉事業を運営。
レストラン/食品販売も行う。

本事業では、食用竹粉使用の
食品製造・販売を行う予定。

竹ラスクのノベルティ採用竹食材(メンマ)開発・販売



一緒に考える
新たな経営課題・SDGｓを一緒に考えます。
「餅は餅屋」「三方よし」がキーワードです。

本業へのメリットを追求する
相互のメリットなければ続きません。メリットとは？を明確
にします。慎重に考え行動します。

無理をしない
息の長い取り組みが必要です。性急な判断、大規模な投資、
手間がかかる事などは避けるようにしています。

パートナーシップの進め方



今後の課題



竹の[持続可能な開発]
の要は [恒常的な消費]



消費が要の [ 竹の持続可能な開発 ]



非販売「SDGｓ共鳴者への返礼品/ギフト」中心のマーケティング
持続可能な開発のための2030アジェンダ[前文] bold and transformative steps 大胆かつ変革的な手段



返礼品付き投げ銭サービス [ KASSAI ]
㈱Fintertech (大和証券グループ/クレディセゾングループ) 提供のサービス。返礼品付き寄付のプラットフォーム

①ご支援頂く企業を募集

②企業ごとのサイト作成
③社員様/お取引先様へサイト周知
④サイト毎の寄付額を集計
⑤対外的にPR(投げ銭額＝社員などの活動)

「簡単にしかも定量的にSDGｓ
活動できるんだなあ」



「自社でも手軽に何かできる

方法あるかもしれない」

手軽に始めるSDGｓ
活動のヒントに。

Fintertechさん
によるオンライ
ン相談会を実施

予定

SDGs取組の分析内容(例)

ご参加企業にアンケート
回収分析結果を共有

◆ 他社(匿名)のお悩み
◆ 広報やマーケティング手法
◆ KASSAIの効果と得たヒント

[ 社内外への取組み姿勢PR ] ＋ [ 参加メリット案内 ]



[竹害]を[竹財]へ！ 地域住民がクラファン実施

「カンブリア宮殿」「ガイアの夜明け」出演
㈱ボーダレス・ジャパンが運営するクラファン

◆ 竹やぶ被害ある地域ごとにプロジェクト
    ➝ エリアを随時拡げていく
◆ 返礼品に「定期お届け便」

 ➝ 恒常的な竹やぶ管理の仕組みづくり

SDGｓや地域活性化 に興味のある消費者(ファン)との関係づくり。
返礼品に [ご当地メンマ] [スポンサー企業名入り トートバッグ]

地域住民実施クラファンへの支援 ➝ ブランディング

企業名
(スポンサー広告)



SNSを活用したギフトプラットフォーム
個人・企業問わず住所不明でも贈れるサービス。サービス会社のプラットフォームを利用

サービス会社のITC利用で手間も軽減。
実施ツール：SNSやクラウドサービス(詳細未定)

住所入力無しで贈れるSNSソーシャルギフト

SDGｓ取組について説明可能なギフト。印象に残る。

CSR広報、採用活動時にギフト通じ取組PR

2023年開始予定

※分科会としては営業活動を行いません。

竹ラスク等のノベルティグッズ/ギフト ➝ CSR広報/人材募集時のアイテム



メディア掲載など       ※ 事務局 = (一社)九州循環共生協議会としての記事

https://epo-kyushu.jp/epo-topix/interview/2586-2021-11-16-07-54-39.html



連絡先

070-5415-2935

eco.yamamura@gmail.com

www.sdgsbamboo.com

17.17
さまざまなパートナーシップの経験や資源戦略を基にした、効果的

な公的、官民、市民社会のパートナーシップを奨励・推進する。



　多様な主体の参画がなければ、
全国の竹やぶは  [放置されたまま]  です。
　「パートナーシップ」で取組むこの手法は、
同じく放置されている国内外の諸問題への
アプローチのヒントになるかもしれません。




　まずは興味を持っていただければ幸いです。



入会金・年会費など必要？
一切不要です。
プロジェクト参加各位は、任意で活動頂いています。

定期的な会議などは？
ありません。
各々事業としての会議はございます。これも任意です。

取組(SDGs)実現を強いられる？
何らのしばりはございません。
事務局はご要望あるサポートのみ行っております。

いつでも止められる？
もちろんです。
連携が困難な場合はいつでもご連絡ください

分科会のメンバーになりたいんだが・・
ご相談ください。
メンバー企業は、ロゴマークを自由に使って頂けます。


